
別紙様式 

令和６年度（２０２４年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 
＜ 学校名：天草市立牛深東中学校 ＞ 

２ 取組の概要報告   
（１）取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 ○給食時の校内放送で、環境美化委員会から学校版及び家庭版環境

ＩＳＯへの取組について呼びかけを行った。 

・ペットボトルキャップ、使用済みコンタクトレンズケースの回 

収 

・長期休業前の家庭版環境ＩＳＯへの取組への協力 

行動 

図１ 集会での呼びかけ 

 

 

図２ 地域ボランィア協力隊と連携 

 した美化作業の取組 

 

 

〇集会活動での発表（図１） 

  生徒集会で、リサイクル活動への呼びかけや環境問題について

のクイズ等を通して、生徒の環境問題に対する意識を高める活動

を行った。 

〇リサイクル活動 

  リサイクル活動の一環として、全校生徒・職員でペットボトル 

キャップの回収と使用済みコンタクトレンズケース回収を実施 

した。 

〇夏休み・冬休みにおける家庭版ＩＳＯの取組 

  長期休業期間中、家庭での環境に対する意識向上を図るため、

家庭版ＩＳＯの記録シートを配付し、実践への呼びかけを行っ

た。 

〇保護者、地域と連携した校舎・施設の美化作業への取組（図２） 

ＰＴＡの年間活動の取組として、全保護者に協力を依頼し、本

年度２回の校舎・施設の美化作業を実施した。また、本年度は地

域のボランティア協力隊の方々に依頼して敷地内の樹木伐採に協

力をいただき、倒木被害の危険回避につなげることができた。  

記録 

図３ 委員会（環境美化委員）活動 

 によるペットボトルキャップ集計 

 

○ペットボトルキャップ等のリサイクル活動（図３） 

 今年度は、１２月までに１５．２ｋｇの量を集めることがで

きた。集めたペットボトルキャップは、１月末までに回収した分

をポリオワクチン購入ボランティア活動支援の一環として地域企

業に寄付する予定である。また、使用済みのコンタクトレンズケ

ースを回収し、日本アイバンク協会に寄付した。生徒会（委員会）

からの呼びかけに全校生徒・職員で協力した。 



別紙様式 

見直し 

 

環境美化委員会を中心に、集会での発表や校内放送等を通して、

リサイクル活動や学校版環境ＩＳＯ及び家庭版ＩＳＯ等の取組を

行っている。各活動を通して、多くの生徒が節電、節水、リサイク

ル活動に取り組んでいた。今後は、ペットボトルキャップ等のリサ

イクル活動や美化作業等の環境保全活動に生徒がより中心となっ

て取り組めるように見直しを進めていく。 

 

（２）成果と課題 

成 果 課 題 

・生徒・職員が日頃から節電、節水を意識して行動するこ

とができた。夏季、冬季においても規定に沿った対応を

継続して行うことができた。 

・リサイクル活動については、家庭からの協力もいただき

ながら、生徒・職員で継続して取り組むことができた。 

・生徒会（委員会活動）の取組として、環境美化委員によ

る生徒集会（１０月）でのリサイクル活動への呼びかけ

を行った。生徒が自主的に環境問題のクイズや学校版・

家庭版ＩＳＯへの取組紹介を行い、全校生徒の環境に対

する意識を高めることができた。また、昼休み中の玄関・

花壇付近の美化活動（１１月）にも生徒の積極的な参加

が見られた。 

・ＰＴＡ（生徒、保護者、教職員）及び地域団体と連携し、

校舎・施設の美化作業を実施し、環境保全及び危険箇所

の解消につなげることができた。 

・今年度１１月末までの電気代の前年度比は以下の通りで

ある。 

電気代・・・前年度１１月末比 約４万２千円減 

各教室、職員室等の節電対策を今後も進めていく。 

 

・放課後の委員会活動や部活動で使用した教室等の電気を

消していない時があった。利用規程に沿った対応を確認

し、教職員が最後の見届け、確認を確実に行うよう共通

理解を図る必要がある。 

・前年度１２月末までに集まったペットボトルキャップは

１７．５ｋｇだったが、今年度１２月末までに集まった

量は１５．２ｋｇで、前年度と比較して２．３ｋｇ少な

かった。年度後半の提出量がやや少なかった。年度初め

の目標値と各月の集計結果を見える化して継続して伝

え、継続した活動につなげる必要がある。 

・家庭版ＩＳＯの取組では、身近にある環境問題（海洋汚

染とプラスチックゴミの問題等）への関心を高め、地域

での環境美化活動への参加につなげていく必要がある。 

・今年度の水道代は、漏水のため比較することができなか

った。 

 

 


